メカトロニクス実験（5M専門科目）
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

科目名：メカトロニクス実験（英文科目名：Experiment of Mechatronics）

　　　　2単位　選択　機械工学科５年　前期　

担当教官：三田純義　（居室：機械工学科棟２階）

　　　　　Tel: 0285-20-2203，E-mail: mita@oyama-ct.ac.jp
　　　　　山崎敬則　（居室：機械工学科棟２階）

　　　　　Tel: 0285-20-2212，E-mail: yama@oyama-ct.ac.jp
授業目的：

　　１．ディジタル回路の基礎を学ぶ．

　　２．アナログ回路の基礎を学ぶ．

　　３．モータの特性について学ぶ．

　　４．プロセス制御の基礎を学ぶ．

　　５．サーボ機構のしくみと特性について学ぶ．

達成目標：

　　１．テスター，オシロスコープ，レコーダーなどの電気・電子計測器が使える．

　　２．ディジタル回路やアナログ回路の基本的な回路が読める．

　　３．パソコンを用いた制御系の構成が理解できる．

　　４．プロセス制御系およびサーボ系を解析し，性能の評価ができる．

　技術者教育プログラムの学習・教育目標： (A), (C)

　JABEE基準1の（1）との関係： (d), (g)

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

教科書：実験用プリント（1998）
参考書：

　　１．黒須「制御工学入門」パワー社（1985）

　　２．黒須・三田「制御技術」パワー社（1999）
　　３．早勢「システム制御工学入門」オーム社（1980）
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

授業内容：

　　１．ディジタル技術基礎実験（２週）

　　２．アナログ技術基礎実験（２週）

　　３．アナログ技術を応用したサーボモデルの製作と特性測定実験（２週）

　　４．ステッピングモータの特性実験（２週）

　　５．温度制御実験（２週）

　　６．ソフトウェアサーボ実験（４週）

　　７．補講（２週）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

評価方法：

　　基本的には課題に対するレポートとそのレポートに関する口頭試問で評価する。

　　レポートでは文章力，理解力（５０％）を，口頭試問により発表力（５０％）を総合して６０％

　　以上を合格とする。

連絡事項：

　　授業方法は，選択した学生を２班に分けて実験とレポート作成とを交互に繰り返して行います．

　　試験は行いませんが，必ずレポートを提出する必要があります．

　　実験の際は，実験用プリント，電気工学，電子工学，制御工学に関する参考書を持参して下さい．
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